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研究経過報告書 

 

                                                     2025 年 4 月 11 日 

研 究 員 

（留学者）  所属 文学部  職 教授   氏名 石野裕子          

派 遣 期 間 2024年  3月  28日 ～2025年 3月 31日 

 

研究主題等 

現代フィンランドにおける第二次世界大戦の「記憶」と社会の変容  

 

1．研究活動の概要 

 本研究の目的は、現代フィンランドにおいて、冬戦争を含む第二次世界大

戦の「記憶」が、フィンランド社会においていかなる変容を遂げているのか

を明らかにすることである。具体的には、メディア報道、博物館展示、教科

書を中心とした学校教育、歴史研究など、複数の観点からこの「記憶」の変

容を考察した。 

 第二次世界大戦期において、ソ連と二度にわたり交戦したフィンランド

は、国土の約一割を喪失するという重大な犠牲を被った。フィンランドでは、

これら二つの対ソ戦争をそれぞれ「冬戦争（1939 年 11 月〜1940 年 3 月）」

および「継続戦争（1941 年 6 月〜1944 年 9 月）」と呼称し、長らく両者を

一連の戦争として捉えてきた。しかし、冷戦終結後の 2000 年代に入り、両

戦争の再解釈が進展し、ナチス・ドイツとの協力関係や領土拡張の意図とい

った、いわゆるフィンランドの「負の側面」にも光が当たるようになった。

また、両戦争を明確に区別して捉える見解が主流となりつつある。 

 2022年2月のロシアによるウクライナ侵攻以降、フィンランド国内では、

第一次対ソ戦争である冬戦争への注目が急速に高まった。多くのフィンラン

ド国民が、80年以上前に自国が置かれた状況と現在のウクライナの状況とを

重ね合わせ、冬戦争の「記憶」を共有するようになった。 

 



 2 

 このような恐怖の記憶は、NATO 加盟に対する世論を後押しし、2023 年 4 月、

フィンランドは正式に NATO 加盟を果たすに至った。他方、継続戦争に関す

る言及は極めて限定的であり、冬戦争の「記憶」のみが広く共有される状況

が生じている。 

 本研究では、こうした動向を踏まえつつ、現代フィンランドにおける対ロ

シア感情と社会的変容を分析の対象とした。 

 

2．研究活動 

2-1 戦争の「記憶」の場に関する現地調査 

在外研究の利点を最大限に活用し、現地における記憶の場の調査を実施し

た。特に、「英雄墓地」と称される戦没者墓地、冬戦争の激戦地「ラーテン・

ポルッティ」、および各種慰霊碑や記念碑を対象とした。 

 英雄墓地とは、戦没した兵士たちを集団で葬る墓地であり、第二次世界大

戦の戦没者が最も強く想起される場である。小規模な教会であっても必ずと

言ってよいほど英雄墓地が設置されており、これはフィンランド全土から徴

兵が行われ、それぞれの地域において犠牲者が生じたことを示すものであ

る。こうした英雄墓地の造形や死者追悼の方法に関する調査を行った。 

慰霊碑や記念碑については、戦後直後、冷戦期（特に 1980 年代）、および

2000 年代以降に建立されたものが混在しており、それぞれの時代背景と建

立意図に関する考察を行った。 

 本調査の成果の一部は、「第二次世界大戦の『記憶』を辿る旅：フィンラ

ンドの英雄墓地編」（『國士舘大學教養論集』第 88 號、2025 年 2 月）とし

て発表した。 

2-2 戦争博物館における戦争表象の調査 

 冬戦争博物館（クフモ）をはじめとする、第二次世界大戦関連の各種戦争

博物館を訪問し、冬戦争および継続戦争の表象について調査した。調査対象

は公的機関にとどまらず、私的な戦争博物館にも及んだ。 

 特にミッケリの戦争と平和センター「記憶（Muisti）」、参謀本部博物館、

歩兵博物館における展示を精査した。また、戦争によりソ連に割譲された都

市ヴィープリ（ヴィボルグ）の表象が各館でどのように扱われているのかに

ついても調査を行った。 

 この成果の一部は、「第二次世界大戦の『記憶』を辿る旅：フィンランド

の冬戦争博物館編」（『国士舘人文科学論集』第 6 号、2025 年 4 月）として

発表した。 

2-3 現代フィンランドにおけるヴィープリ（ヴィボルグ）の「記憶」 

 冬戦争終結後にソ連へ割譲されたヴィープリは、かつて首都ヘルシンキに

次ぐ第二の都市であり、その喪失は国家にとって極めて大きな意味を持つも

のであった。本研究では、ヴィープリが現代フィンランド社会においてどの

ように記憶されているのかを探究した。 
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 ヴ ィ ー プ リ ・ フ ィ ン ラ ン ド 人 ・ 文 学 協 会 （ Viipurin Suomalainen 

KirjallisuusSeura）の代表アヌ・コスキヴィルタ氏へのインタビューを実

施し、同協会が主催するセミナーや祝典等にも参加した。また、カレリア連

盟（Karjalan Liitto）を訪問し、代表メルヴィ・ピーッポネン氏との意見交

換や、関連資料の提供を受ける機会を得た。 

 さらに、2025 年 1 月〜3 月に開催されたアールト大学の公開講座「ストゥ

ディア・ゲネラリラ（Studia Generalia）」のヴィープリ特集講座にも参加

し、文化団体による記憶継承の実態を確認した。 

 

2-4 第二次世界大戦に関する「記憶」の比較研究 

 在外研究の地理的利点を活かし、フィンランド近隣諸国における第二次世

界大戦の記憶の比較研究を実施した。 

① バルト三国（2025 年 8 月） 

 エストニア、ラトヴィア、リトアニアにおいて博物館、記念碑等

を調査し、戦時占領や共産主義体制下の抑圧の記憶の表象を検討し

た。記念碑の撤去跡や記念碑群の集積展示など、記憶の扱いに関す

る多様な実態を把握した。 

② イギリス・ロンドン（2025 年 1 月） 

 帝国戦争博物館やチャーチル博物館を調査し、戦勝国としての記

憶の提示方法を確認した。フィンランドに関しては冬戦争の展示が

あった一方で、継続戦争に関する表象は極めて限定的であった。 

③ スウェーデン・ストックホルム（2025 年 3 月） 

 中立国スウェーデンにおいて、義勇兵の記憶や継続戦争の表象の

存在を確認し、中立の立場をめぐる葛藤と記憶の共有の在り方につ

いて検討を加えた。 

 

2-4 史料調査 

 ヘルシンキ大学図書館、国立図書館、フィンランド文学協会図書館などで

史料調査を行なった。先行研究調査をはじめ、新聞、雑誌等のメディア雑誌

、学校の教科書などの分析を行なった。また、ヴィープリに関する史料につ

いての文献も調査、購入できるものは随時購入した。史料が膨大なので分析

には時間がかかるが、引き続き行なっていく。 
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 3．その他の研究活動 

3-1 国際パブリックヒストリー連盟（IFPH）第 7 回大会への参加（2024 年

9 月） 

 ルクセンブルク大学で開催された国際学会に参加し、パブリックヒストリ

ーに関する最新の研究動向に触れた。特にフィンランドおよびエストニアに

おける戦争博物館と記憶の表象に関する発表が、自己の研究にとって示唆に

富むものであった。 

3-2 フィンランド文学協会での研究発表（2025 年 1 月 24 日） 

 1831 年設立のフィンランド文学協会において、「Suomen historia ja 

Suomen historian tutkimus japanilaisen tutkijan näkökulmasta（フィン

ランド史と日本人研究者から見たその研究）」という題で発表を行った。事

前ペーパーは英語で提出し、発表はフィンランド語で行った。内容は後日、

ヘ ル シ ン キ 大 学 歴 史 学 科 の ブ ロ グ に 掲 載 さ れ た

（https://blogs.helsinki.fi/historia/）。 

 

結語 

 在外研究期間中、既知の研究者との交流のみならず、多くの新たな研究者

との出会いを通じて貴重な知見を得ることができた。ヘルシンキ大学歴史学

科という専門的な研究機関に所属できたことに加え、積極的に各種セミナー

や講演会に参加したことが奏功した。本研究活動を通じて得られた経験と成

果を、今後の研究に最大限活かしていきたいと考えている。 

 

なお、国士舘大学広報課の尽力によって、在外研究レポートがホームページ

と『国士舘新聞』に掲載された。 

https://www.kokushikan.ac.jp/research/researcher/activity/002360.ht

ml 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.kokushikan.ac.jp/research/researcher/activity/002360.html
https://www.kokushikan.ac.jp/research/researcher/activity/002360.html
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「英雄墓地」の慰霊碑（スオネンヨキ、中部フィンランド） 2024 年 7 月 2 日撮影  

亡くなった兵士と母親のレリーフが刻まれている。反対側には「祖国のために（ Pro 

Partria）」というラテン語が描かれていた。この言葉は多くの慰霊碑に刻まれていた。 

 

どの英雄墓地も綺麗に手入れがなされていた。  
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ラーテンポルッティ（戦争博物館） 2024 年 7 月 6 日撮影  

冬戦争勃発後、国境近くの住民がソリで避難する様子は、戦争博物館でお馴染みの展示

である。  

 

 

エストニアの戦争博物館  2024 年 8 月 7 日撮影  

フィンランドの戦争博物館との展示の差異が興味深い。いずれ研究成果で発表する。  
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「ヴィープリの日」の祝典  2024 年 10 月 12 日撮影  

 ヴィープリ関連の団体による祝典に参加した。このように現在でも失われた都市ヴィ

ープリを偲び、文化を継承する動きが活発に行われている。  

 

 

カレリア連合を訪問した時の様子が Facebook に掲載された。  

 

 


